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令和６年１０月３０日 決算特別委員会 質問（案） 

（午後：健康福祉局、病院） 

（午後） 

（問）地域医療構想推進事業について 

（問１） 

● 私からは、健康福祉局の「地域医療構想推進事業」について、新病院に関係  

した質問を５点、お尋ねします。 

● 新病院にとって、地域における医療機能の分担と連携が必要不可欠です。昨 

年度も大学や医師会などの医療関係者との協議が行われていますが、その中で

どんな意見が出て、それをどう反映したのか、また関係者との話し合いが十分

にできているという認識なのか、伺います。 

（答） 

 〇  「高度医療・人材育成拠点構想」の具体化にあたっては、統合対象病院

の関係者で構成された計画策定会議のほか、拠点ビジョン推進会議、広島

圏域地域医療構想調整会議などの会議、県立広島病院と中電病院が移転

する南区、中区や、新病院が開院する東区の医師会との意見交換や、地域

住民代表等で構成される地域懇話会などの関係者から幅広くご意見をお

聞きしたところです。 

 

〇  その結果、地域における医療機関の連携について、例えば、「再編統合

病院と地域の医療機関で密接なネットワークをすでに構築しており、こ

うしたネットワークは維持してほしい」といったご意見をいただいたと

ころです。 

 

〇  こうした意見を踏まえ、昨年９月に策定した基本計画においては、地域

における連携の方策として、 

 ・入院から退院までの治療や検査等のスケジュールを患者ごとに共有する  

「クリニカルパス」による、地域の医療機関への逆紹介の推進 

・医療機関間の情報共有を目的とした地域連携プラットフォームの構築

等を明記し、 

 来年４月に設立する地方独立行政法人の中期目標・中期計画においても、

具体的な方針を盛り込む方向で調整しています。 

 

 〇  なお、県立広島病院の跡地活用については、「最低限の医療機能の確保

を考えてほしい」、「地域においてかかりつけ医や周辺の病院を含め、介護

や福祉と連携した共生型の医療が必要とされる」といったご意見を踏ま

え、「地域の医療機関との連携や高齢者等のアクセスを考慮した上で、必

要な医療・介護・福祉サービスを受けることができる体制を整備する」な

どの方向性をお示ししたところです。 
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〇  また、現在、大学病院関係者や県内首長等も参画した新病院開設準備委

員会において、さらなる具体化を進めているところであり、 

今後も、高齢者人口の増加や受療動向の変化等に対応できる医療提供体

制を構築するため、関係者との協議や意見交換を継続して実施し、地方独

立行政法人の中期目標・中期計画及び新病院に向けた取組のほか、県立広

島病院の跡地活用の具体策に反映してまいります。 

 

● 県立広島病院や中電病院がなくなることについて、地域住民の方々も不安

に感じているので、関係者とも引き続き協議を重ねて、地域医療の発展に資す

る地域医療構想の推進に取り組んでください。 

 

（問２） 

● 次に、地域医療を支える病院として、地域医療支援病院が医療法上に位置づ  

けられています。広島市のホームページによると、県立広島病院や JR 広島病

院も地域医療支援病院となっています。 

● また、昨年９月に県が公表した「高度医療・人材育成拠点基本計画」では、

新病院も地域医療支援病院の承認を受ける予定とのことですが、他の地域医

療支援病院とも機能を分担し、連携を図ることで、より地域医療の確保にもつ

ながると考えますが、執行部の認識を伺います。 

（答） 

〇 地域医療支援病院は、医療法において、患者の紹介・逆紹介を通じた医療

機関間の連携や、医療機器の共同利用、地域の医療従事者に対する研修の実

施などを通じて、地域医療の確保を図る病院であり、広島医療圏内では現在

県立広島病院、広島赤十字・原爆病院、広島市民病院、安佐市民病院、広島

記念病院、ＪＲ広島病院の６病院（承認年月日順）が指定されています。 

 

〇 広島市内における地域医療支援病院についても、相互に連携しながら、地

域の医療を支えている中、新病院の整備を見据え、今年度から、広島都市圏

の基幹病院による意見交換において、「高齢者人口の増加に伴う救急搬送件

数の増加や、医師の働き方改革などに対応し得る体制の整備が急務」といっ

た課題を共有するなど、役割分担について議論しているほか、それ以外の医

療機関についても、連携の在り方について個別に意見交換を行っているとこ

ろです。 

 

〇 新病院については、地域医療支援病院として地域の医療機関との患者の

紹介・逆紹介を通じた機能分担・連携を積極的に図ること等により、全国

トップレベルの医療を提供できる環境を整備し、「地域完結型医療」の実現

を目指してまいります。 
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● 新病院だけで医療を完結することはできません。引き続き、地域医療の確保

に配慮した、バランスのよい拠点となる病院の配置に取り組んでください。 

● また、地域医療支援病院の制度ができて、既に相当な時間が経過しており、

原則、病床数２００床以上といった要件は、人口減少の進む現状に即していな

いと感じます。さらに、２０２４年診療報酬改定で、特定疾患療養管理料につ

いて、糖尿病、脂質異常症、高血圧の生活習慣病の３疾患が外され、１００床

以上２００床未満の病院は診療報酬が８７点しかなくなっており、１００床

以上の病床を維持することの困難さが一層増すものと考えます。 

● そのような状況の中で、現在の県病院の周辺には１５０床クラスを維持し

ている病院が複数あり、こういった病院が地域医療支援病院に認定されれば、

この地域の医療体制が強化され、地域医療の確保にも繋がると思います。 

● 地域医療支援病院の病床数などの条件を緩和するよう、ぜひとも国に提案

していただきますようお願いしまして、次の質問に移ります。 

（問３） 

● 次に、交通渋滞対策です。エキキタエリアである二葉の里周辺は、通勤時間

帯や週末には、今も、すでに渋滞が発生しています。新病院ができると更に渋

滞が深刻化する可能性について、地元の方からだけでなく、県病院に勤務して

いる方からも不安の声が聞かれます。また、これから二葉の里に新しい集客施

設が建設される可能性もあります。さらに、JR 広島駅の新幹線の屋上駐車場

の入り口が変更になり、車の移動ルート自体が大きく変わる可能性もあると

の地元の方の話も聞こえてきております。 

● そこで、新病院建設に伴う、二葉の里における更なる渋滞の可能性に対する、

県の課題認識や対応方針について、伺います。 

（答） 

〇 新病院の運営には地域住民の皆様の理解を得ることが不可欠であり、周辺

交通の状況について注視していく必要があると考えていることから、交通量

調査を適宜実施して交通実態を把握し、開院により周辺交差点に与える将来

的な影響等を検証しているところです。 

 

○ また、具体的な対策として、 

・可能な方には公共交通機関による来院を促すこと 

・予約診療を推進し、外来待ち時間の短縮とともに来院時間のピークを平準

化すること、 

・必要に応じて周辺の駐車場を借り上げること 

などを検討することに加え、 

交通量の調整等についても、広島市や広島県警などの関係機関と十分に連携

しながら、必要に応じて対応を検討してまいります。 

 

● 渋滞は、救急搬送にも大きな影響を与えます。引き続き、広島市や県の交通

部局とも連携して、しっかりとした渋滞対策を講じてください。 
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（問４） 

● 次の質問ですが、昨年度は新病院の基本設計・実施設計にかかる債務負担行

為額として１７億６千７百万円を計上しています。 

● 昨年９月に公表した基本計画策定時における、新病院棟、立体駐車場、院内

保育所やその他施設等の建築に、どれぐらいの費用が必要と見込んでいたの

か、改めて伺います。 

（答） 

〇 基本計画の策定時における、新病院棟、立体駐車場、院内保育所やその他

の施設の建築工事に要する概算事業費については、今後の建築資材等の上

昇についても一定程度見込み、総額約850億円～950億円としています。 

 

（問５） 

● 基本計画策定時より、現在は資材価格の高騰や人手不足により、建築費が高

騰していますが、現在の建築費の見込みから、増額になる可能性はあるのか、

また増額するとなれば、どれぐらいの増額を見込んでおり、収支計画にどのよ

うな影響があるのか、伺います。 

 

（答） 

 ○ 新病院の基本設計・実施設計については、現在、医療従事者等のヒアリン

グなどにより、基本設計図書をまとめる作業を進めています。 

 

〇 概算工事費を算出するためには、基本設計図書がある程度完成している必

要がありますが、現時点はスケジュール前半の段階であり、まだ事業費を算

出する精度には至っておりません。 

 

〇 一方で、昨今の物価高騰の動きについては大変懸念しており、新病院の建

築については、今の段階から、工事費の縮減に取り組むことが非常に重要で

あると考えています。 

 

〇 このため、建築コストマネジメントの専門家などの意見も参考に、あらゆ

る策を講じることで、経営への影響を最小限にとどめる設計とし、持続可能

な病院経営を実現できる計画を立ててまいります。 
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【要望】以上の質問を踏まえて、三点の要望を申し上げます。 

１．新病院に統合される県立広島病院や中電病院の周辺地域は特にですが、

地域医療に配慮した、地域医療支援病院を軸とした医療機関の役割分担と

連携について、充実したものになるよう、関係者と協力して引き続き取り

組んでいただきたい。 

２．充実した地域医療を確保するために、国に対して地域医療支援病院の病

床数などの要件緩和を提言され、県内における地域医療支援病院の効果的

かつきめ細やかな配置が可能になるよう動いていただきたい。 

３．地域医療構想推進事業の妥当性について、新病院の建築費の増額可能性

を踏まえて、交通関係部局と連携した二葉の里地区の渋滞対策も含めて、

県民が納得できる説明を適宜適切に行っていただきたい。 

以上を要望いたしまして、質問を終わります。 


